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１．緒言
昨年、後期高齢者となり自宅の史料をそろそろ

整理しようとした所、大学４年生の時に某社から
依頼されアルバイトとして調査した
「瀬戸内海旅客船の実情調査に関する報告」と

いうファイルが見つかりました。
古代より交通の大動脈であった瀬戸内海は現在

多くの橋梁が掛り海上交通の様子はすっかり様変
わりしました。市民の生活・観光・通勤の足とし
て活躍した多数の旅客船は、その多くが役目を終
えて姿を消しました。

1985年　大鳴門橋（鳴門海峡）
1988年　瀬戸大橋（備讃瀬戸）
1998年　明石海峡大橋（明石海峡）
1999年　しまなみ海道架橋
他にも西瀬戸自動車道架橋や安芸灘とびしま海

道架橋が完成し、多くの離島にも架橋が行われま
した。

島の定義にもよりますが瀬戸内海には約3000も
の島があり、岩礁も含めると約7000以上と言われ
ています。このすべてに橋が架かる事は不可能な
ため、今でも多くの渡船が運航されています。今
日物流の主役が自動車に代わり、その自動車を運
ぶフェリーが瀬戸内海航路の主役になっていま
す。架橋が無かった時代の航路の記録と現在の状
況を比較する事も海上交通の歴史資料となればと
思いこの記事を投稿しました。

当時の報告書は全て手書きで現在のようにネッ
トで検索という手段もなく、基本当時の「時刻
表」を主に調査しました。よって正誤不確かなも
のもあるかと思いますが、あえてそのままを記述
しました。

２．報告書の転載
「瀬戸内海旅客船の実情調査に関する報告」

①　使用船舶の現状
②　航路の現状
③　運航会社の現状
④　水中翼船・高速艇一覧
⑤　新造船舶及び新設航路
⑥　考察（手元ファイルには記載なし）

依頼側よりの命題
目的； 瀬戸内海の船舶による旅客運送の実情使

用船舶を調査し、その将来の動向を推定
する。

調査事項
　瀬戸内海周辺の旅客船航路を持つ会社名
　旅客船航路と主要寄港地
　主要港間の距離、所要時間、運賃
　各航路の一日当りの便数
　使用船舶の種類
　　総トン数、旅客定員、主機馬力、常用速力
　　建造造船所、建造年
　もし可能ならば、平均乗船率
調査方法
⑴　 日本旅客船協会で上記項目の内、入手し得

るもの
⑵　運輸省海運局についても同上項目調査
⑶　 船舶明細書、雑誌「旅客船」等により就航

中の旅客船のデータを取り出す
⑷　 時刻表・旅行案内書等により運行回数 

所用時間等を調査する
⑸　海図より各航路の距離を実測する
⑹　 上記方法にて資料の得られなかった航路に

関しては直接現地に赴き資料を得る
⑺　 運輸白書、国勢統計等により旅客輸送の変

動を調査する
参考資料
　 船舶明細書、雑誌「旅客船」、運輸白書、海
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運局統計、国勢統計、時刻表、フェリー時刻
表、各地ガイドブック、関係海図、航路事業
現況表（定期・不定期）

整理方法
　前記項目を、 トン数別隻数、船齢別隻数、速

力別隻数、主要航路毎の便数輸
送能力等に整理するほか、

 　各航路をその性質により分類し、各航路に使
用中の船舶の特色をとらえる

以下　報告書の記載
＊　前記　＊

前記の調査方法に基づいて可能な限り調査した
が、どうしても現地へ直接赴かねば資料の得られ
ぬ所が少なからずある。この分はデスクワークで
は如何ともしがたく、やむなく空白にしておい
た。

まとめるに当たり表題に示した①～⑥の項目に
分けて下記のような方法で分類集計した。
１． 交通公社発行の時刻表により、瀬戸内海の主

な航路に関し、記載されているものを別紙資
料のように抜き出した。

２． 旅客（定期・不定期・特別）自動車航走貨物
定期航路事業現況表により、本省取扱及び地
方海運局取扱の近畿・神戸・四国・中国の各
海運局付き航路及び船舶、又、日本船舶明細
書、雑誌「旅客船」、ボートエンジニアリン
グ、関西造船協会誌等より航行船舶をパンチ
カードに書きぬいた。（※パンチカードにつ
いては現存せず）

３．パンチカードを別紙見本のように分類した。
４．２．の抜き出した船舶は、20GT 以上とした。
５． パンチカードにより①～⑥の別に分類集計し

た。
６． 水中翼船・高速艇に関しては別に一覧表を

作った。
７． 新設予定航路⑥の内、すでに就航しているも

の。
　以上の手順で調査したが、資料集め、パンチ
カード作り、その他細々な問題が多数生じ非常に
集計が遅れた事を深くお詫びします。
①　使用船舶の現状

現在瀬戸内海を航行していると考えられる、
フェリー、旅客船等の内、20GT 以上の船舶のみ

について分類集計した。
各船舶の詳細についてはパンチカードにより参

照されたい。（※パンチカードは現存せず）
１） 船齢は必ずしも実齢ではなく、昭和47年度

に造られたものを0として、各建造年によ
り決めた。

２） 船齢－隻数、GT －隻数との総計が異なる
のは船齢不明なものがあるからである。

３） 自動車航送船とは、自動車（自転車、原
付）を乗せる船で旅客を乗せるものも、載
せないものも含む。

４）旅客船には貨客船も含む。
①　--（イ）船齢－隻数

船齢 建造年 隻数 船齢 建造年 隻数
0～1 S47 10 9～10 S38 37
1～2 S46 14 10～11 S37 29
2～3 S45 33 11～12 S36 29
3～4 S44 47 12～13 S35 27
4～5 S43 35 13～16 S32­34 41
5～6 S42 27 16～21 S27­31 31
6～7 S41 25 21以上 S26以前 30
7～8 S40 36
8～9 S39 38 合計 489

①　--（ロ）総トン数－隻数
総トン数 隻数 総トン数 隻数

0～100 184 700～800 3
100～200 128 800～900 3
200～300 26 900～1000 15
300～400 24 1000～5000 48
400～500 31 5000～10000 7
500～600 10 10000以上 0
600～700 13 合計 492

①　--（ハ）船種別
船　種 隻　数 ％
客　船 234 47.4

自動車航送船 236 47.8
水中翼船 18 3.65
高速艇 5 1.15

註）：客船とは貨客船を含む
： 自動車航送船には旅客運送を兼ねるものも

含む
：その他ホーバークラフトも1～2隻就航予定
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②　航路の現状
就航航路を、イ）距離別－フェリー航路
　　　　　　　　　　　　旅客航路
　　　　　　ロ）所用時間別
　　　　　　ハ）性格別
　　　　　　ニ）航路別一覧表
に集計した。

１） 所用時間で不明なものは航路距離を就航
船舶の航海速力で割ったものとした。

２） 就航船舶は多少の違いが生ずる事があ
る。

３）同一航路で
　　航路距離が異なるもの－ 寄港地が異な

る。
　　所要時間の異なるもの－ 船の速力が異な

る。
　　ものがあるため。
４） １日便数は、片方の港での１日の運行回

数で他方の港から同時に出る場合もあ
る。

５） ハ）に於いて同一航路で各種性格をもつ
もの

　　 例えば、尾道⇔今治間等では観光・生
活・連絡の各要素を持つが複雑なため分
類不可とした。

PS； ニ）では関西汽船航路を別扱いとした
がイ）、ロ）での航路数では別扱いせず
に含めた。

イ）航路距離－航路数（航路性格別）
ⅰ）自動車航送航路

航路距離 航路数 航路距離 航路数
0～10km 31 80～90 0
10～20 24 90～100 0
20～30 14 100～200 7
30～40 9 200～400 2
40～50 4 400k ｍ以上 5
50～60 4
60～70 4
70～80 0 合計 99

ⅱ）観光・生活・連絡　その他の航路
航路距離 航路数 航路距離 航路数
0～10km 28 70～80 3
10～20 33 80～90 2
20～30 20 90～100 3
30～40 10 100～200 7
40～50 7 200～400 2
50～60 5 400k ｍ以上 5
60～70 8 合計 133

註１； 但し上記分類航路の内、始点と終点が同
じでも途中の寄港地が異なる場合もある
が、その場合も同一航路とした。

註２； ロ）、ハ）は円グラフ化されているが、
本編では割愛した。

註３；ニ）は表記のため末尾に集約した。

③　運航会社の現状
イ）所有隻数－会社数

隻数 会社数 隻数 会社数 隻数 会社数
1 47 13 0 25 0
2 37 14 1 26 0
3 21 15 1 27 0
4 13 16 0 28 0
5 7 17 0 29 0
6 7 18 0 30 1
7 2 19 0 31 0
8 4 20 0 32 1
9 1 21 0 33 0
10 2 22 0 34以上 0
11 2 23 0
12 0 24 0 合計 147

ロ）所有トン数－会社数
所有トン数 会社数 所有トン数 会社数

0～100T 未満 42 900～1000 1
100～200 30 1000～1500 6
200～300 10 1500～2000 5
300～400 7 2000～3000 5
400～500 4 3000～4000 5
500～600 7 4000～5000 3
600～700 5 5000～10000 7
700～800 3 10000T 以上 5
800～900 2 計 147
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ハ）会社一覧　
　　　別頁に示す。

④　水中翼船・高速艇　一覧
 　瀬戸内海を航行している水中翼船・高速艇
を、
　イ）年度別隻数の変化
　ロ）一覧表として、分類・集計した。
※１）； 瀬戸内海汽船、両備運輸の高速艇に

関しては資料が入らず不明
※２）； 水中翼船の中には現在売却又は係船

して稼動していていないものや所有
会社の変更されたものもある。

※３）； 材質の記号はパンチカードの記号と
同じ

　　　　　（パンチカードは現存せず）
追記
Ⅰ　水中翼船・高速艇運賃状況表

 現状の各航路運賃状況を並列在来船と比
較円 /㎞、円・時、は比較する目安とす
るので後に、円 /㎞－航路距離
　　　　　　円・時－航行船舶速力

　の、グラフを記載（グラフは省略）
Ⅱ　水中翼船・高速艇（主として高速艇）

就航可能予想航路表
 瀬戸内海で今後設置されるであろう、又
設置可能な航路を Pick up し在来船と比
較、また、その選出利点、理由を加え
た。

３．報告書記載の各表
②　表－1～30　航路の現状（1972年）
③　運航会社の現状（1972年）
④　表－1～3　水中翼船・高速艇一覧
⑤　表－1～2　新造船舶及び新設航路

上記各表は頁数が多いため、紙面の関係上一
例を巻末に掲載し資料データは海事博物館に保
存し、必要に応じ閲覧可能としました。

４．結言
② 　航路の現状（1972年）では、凡そ230航路

があり個人船主の乗船時間が数分の航路もあ
れば大型フェリーや観光地を結ぶ客船航路も
あり多彩な航路で船舶が行き交っていまし
た。人が住む離島では本土と島を結ぶ渡船は
生活に不可欠なインフラでした。

③ 　運航会社の現状（1972年）を見れば、現在
（2026年）ではその約半数が廃業もしくは業
種変更を余儀なくされています。架橋が進み
観光の上では市民の足が伸び、大きな経済効
果が生まれた島もあれば、単に橋桁になった
島もあります。しかし架橋がされない島もま
だ多くあり島民の生活には島渡しの通船は欠
かせないインフラでこれからも必要不可欠な
存在です。ただ小規模な通船会社では維持
費、後継者、島民の数等継続困難な課題も多
く、将来不透明です。

⑤ 　一方大型フェリーは近年リプレースが進み
客船並みの設備を備え、大型トラック輸送も
運転者は乗船せず貨物コンテナのみの搭載で
ドライバーの負担軽減が進んでいます。観光
客にもちょっとした船旅気分が味わえ人気と
なっていてハイシーズンには予約が困難なく
らいです。

今回のレポートに対し、当然現在の瀬戸内海航
路の現状を調査する必要があります。1972年当時
と違い、現在ではネット環境が充実し大変調べや
すくはなっています。例えば「おでかけ航路マッ
プ」というサイトで日本の現況航路を一覧できま
す。
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